
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
提
出

質

問

第

六

三

九

号

外
務
省
が
作
成
し
た
「
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
の
依
頼
等
に
対
す
る
対
応
振
り
」
に
関
す
る
第
三
回
質
問

主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
が
作
成
し
た
「
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
の
依
頼
等
に
対
す
る
対
応
振
り
」
に
関
す
る
第
三
回
質
問

主
意
書

二
〇
〇
五
年
九
月
二
十
九
日
付
の
共
同
通
信
報
道
に
よ
り
、
外
務
省
が
「
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
の
依
頼
等
に
対
す
る

対
応
振
り
」
と
の
題
の
、
同
省
職
員
が
当
方
と
接
触
す
る
際
に
ど
の
様
に
対
応
す
る
か
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て
記
し

た
文
書
（
以
下
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁

書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
六
四
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
〇
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質

問
す
る
。
な
お
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
内
容
は
過
去
の
質
問
主
意
書
に
全
て
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
当
該
質
問
主
意
書
で

は
省
略
す
る
。

一

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
「
当
省
と
同
議
員
と
の
関
係
が
、
社
会
的
、
政
治
的
に
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
当
方
と
外
務
省
の
過
去
の
関
係
に
、
社
会
的
、
政
治
的
に
見
て
ど
の

様
な
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
三
月
二
十

三
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
一
六
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
『
過
去
に
外
務
省
と
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員

と
の
関
係
が
社
会
的
、
政
治
的
に
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
』
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以

一



上
に
詳
細
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
同

省
と
し
て
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
特
定
の
国
会
議
員
を
忌
避
す
る
取
り
決
め
を
作
成
し
て
お
き
な
が
ら
、
過
去
に

お
け
る
当
方
と
同
省
の
関
係
に
ど
の
様
な
問
題
が
あ
っ
た
か
、
詳
細
な
説
明
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
同
省
の
姿
勢
と
し

て
あ
ま
り
に
不
誠
実
で
は
な
い
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁

書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
〇
一
号
）
一
に
つ
い
て
等
で
累
次
に
わ
た
っ
て
誠
実
に
お
答
え
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
は
、
当
方
と
同
省
の
間
に
ど
の
様
な
社
会
的
、
政
治

的
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
問
題
の
具
体
的
内
容
を
問
う
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
省
が
そ
れ
に
答
え
ら
れ

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

二

外
務
省
と
し
て
、
過
去
に
当
方
と
の
間
で
ど
の
様
な
社
会
的
、
政
治
的
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
問
題
の
具

体
的
内
容
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
る
、
特
定
の
国
会
議
員
を
忌
避
す
る
取
り
決
め
を
作
る
こ
と
は

適
切
で
あ
る
か
。

三

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
「
政
と
官
の
在
り
方
を
踏
ま
え
、
適
切
な
関
係
を
保
つ
。
」
、
「
強
い
意
見
表
明
」
と
あ
る
こ

と
に
つ
き
、
前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
が
考
え
る
政
と
官
の
適
切
な
関
係
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
か
、
「
強
い

二



意
見
表
明
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
を
指
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
個
別
具
体

的
な
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

て
い
る
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
外
務
省
と
い
う
個
別
具
体
的
な
状
況
に
つ
き
、
そ

の
適
切
な
関
係
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
よ
る
「
強
い
意
見
表

明
」
と
は
、
個
別
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁

書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
〇
一
号
）
二
及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
」

と
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
と
同
じ
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
同
省
と
し
て
、
右
二
点
に
つ
き
、

ど
の
様
な
個
別
具
体
的
な
状
況
が
あ
り
得
る
と
想
定
し
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
「
先
方
と
の
会
食
、
陳
情
へ
の
立
ち
合
い
、
先
方
と
外
国
要
人
の
会
談
へ
の
同
席
、
通
訳
等
、

事
務
的
な
説
明
を
超
え
る
接
触
は
、
原
則
行
わ
な
い
。
」
、
「
こ
れ
ら
場
合
で
、
真
に
出
席
等
が
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る

場
合
に
は
、
官
房
総
務
課
長
の
了
承
を
得
る
こ
と
と
す
る
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
休
職
中
で
あ

る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
当
方
と
会
食
、
陳
情
へ
の
立
ち
合
い
、
当
方
と
外
国
要
人
の
会
談
へ
の
同
席
、
通
訳
を
行
っ
た
外
務

省
職
員
は
い
る
か
、
同
省
職
員
が
や
む
を
得
ず
当
方
と
接
触
す
る
と
し
て
、
同
省
の
官
房
総
務
課
長
の
了
承
を
得
た
事
例
は

三



あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
そ
も
そ
も
同
省
に
お
い
て
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
で
右
の
規
定
を
定
め
て
お
き
な
が
ら
、
そ
れ
に
関
す
る
記
録
を
残
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前

回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
文
書
に
関
す
る
個
々
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
記
録
に
残
す
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
省
と
し
て
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
規
定
に
従
っ
て
同
省
職
員
が
行
動
し
た
か

否
か
の
記
録
を
文
書
と
し
て
残
す
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


